
 

 

 

 

「令和４年７月からの大雨による災害被災者のための心と健康

の相談ダイヤル」を設置します 
 

 

令和４年７月 22日より、令和４年７月 14日からの大雨により被災された住民の方

（事業者、労働者及びその家族等）からのメンタルヘルスに関する相談及び健康に関

する相談に応じるため、標記の相談ダイヤルを設置しているところですが、8 月 3 日

からの大雨により被災された方々につきましても、本相談ダイヤルで対応いたします

のでお知らせいたします。 

この相談ダイヤルでは、被災された住民の方のメンタルヘルスに関する相談及び健

康不安に関する相談のほか、相談者の意向を踏まえ、最寄りの労働基準監督署等の関

係機関の紹介などの対応を行います。 

また、同様のご相談は、全国の産業保健総合支援センターでも引き続き受け付けて

います。 

《参考上記以外の相談窓口》機構では、全国４７の都道府県ごとに産業保健総合支援

センターを設置し、産業保健に関する様々な問題について、専門スタッフが、センタ

ーの窓口（予約）、電話、電子メール等で相談に応じ、解決方法を助言しています。セ

ンターごとに相談受付日が異なりますので、相談窓口のスケジュールを確認の上対応

可能なセンターにご連絡ください。 

連絡先一覧：https://www.johas.go.jp/shisetsu/tabid/578/Default.aspx 

 

「令和４年７月からの大雨による災害被災者のための心と健康の相談ダイヤル」 

 

（令和４年７月 22日（金）～） 

 

・フリーダイヤル  ０１２０－２００－８２６ 

    

 全国どこからでも、携帯電話やＰＨＳからも無料で利用可能 

 

・受付日時 平日（10時 00分～17時 00分／土日祝日を除く） 

  

・対象者 被災された住民の方（事業者、労働者及びその家族等） 

  

 相談例：・人間関係の悩みなどでの強いストレスや不安について 

・エコノミークラス症候群などの健康管理や感染対策などの健康 

不安について 


